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『安全・安心』の
一般会計支出総額 ３４億４，２２３万円

村づくりを検証平成 24年度

決算審査
若者の定住化促進、

子育て支援対策は

　９
月
定
例
会
は
、９
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、組
合
議
員
報
告
、

議
長
報
告
、行
政
報
告
、監
査
報
告
の
後
、請
願
１
件
、陳
情
１
件
を
審
議
。一
般
質
問（
６
名

６
件
）が
行
わ
れ
た
。

　村
長
提
出
議
案（
条
例
改
正
等
４
件
、補
正
予
算
３
件
、請
負
契
約
等
２
件
）発
議
１
件
、平

成
24
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
な
ど
が
上
程
さ
れ
、慎
重
審
議
可

決
し
た
。

　ま
た
、教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
原
案
に
同
意
し
た
。

９月定例会

会計名 歳　入 歳　出

村営水道事業

国民健康保険事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

後期高齢者医療事業

3億2,868万円

4億5,466万円

1億2,398万円

1億1,461万円

5,929万円

3億2,600万円

4億1,173万円

1億2,161万円

1億1,262万円

5,927万円

●特別会計●

村税 

6億4,930万円

諸収入
5,950万円

使用料・手数料

 3,443万円

分担金
・負担金

 

2,106万円

財産収入
など

 

7,995万円

地方交付税
17億6,051万円

村債
5億1,730万円

国庫支出金
1億9,209万円

県支出金
1億4,675万円

地方消費税交付金
4,168万円

その他 交付金
3,702万円

歳入　３５億３，９５９万円歳入　３５億３，９５９万円

民生費
5億8,755万円

総務費
4億9,798万円

公債費
6億809万円

土木費
7億430万円

衛生費
2億6,531万円

教育費
2億4,109万円

農林水産費
2億3,445万円

商工費
1億1,449万円

消防費
1億5,345万円 議会費

4,904万円 労働費・災害復旧費
171万円

歳出　３４億４，２２３万円歳出　３４億４，２２３万円

自主財源
23.9％

依存財源
76.1％

竹引き



不
納
欠
損
処
分

不
納
欠
損
処
分
が
40

件
、
３
４
５
万
円
ほ

ど
あ
る
が
、
今
後
、
ど
の

よ
う
な
方
策
を
講
じ
て
ゆ

く
の
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
で

財
産
調
査
を
し
て
い

る
が
、
所
在
不
明
や
今
の

生
活
状
況
か
ら
納
入
が
不

可
能
な
場
合
な
ど
個
々
の

状
況
は
様
々
で
あ
る
。

　
執
行
停
止
を
か
け
て
不

納
欠
損
処
分
と
な
る
。

様
々
な
状
況
を
把
握
し
今

後
も
同
じ
方
法
で
変
わ
り

は
な
い
。

奨
学
金
の
貸
付
状
況
は

　

奨
学
金
を
借
り
て
大

学
へ
行
っ
て
も
就
職

が
な
く
奨
学
金
を
返
済
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
。
大
桑
村
で
は
そ
う

い
っ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
か
。

村
の
奨
学
金
は
無
利

子
貸
付
で
、
４
年
制

大
学
の
場
合
は
月
額
３
万

５
０
０
０
円
を
４
年
間
お

貸
し
し
、
償
還
は
１
年
据

え
置
き
で
８
年
間
で
返
済

を
お
願
い
し
て
い
る
。
償

還
が
難
し
い
場
合
は
償
還

期
間
を
延
長
す
る
な
ど
、

相
談
に
の
っ
て
い
る
。

　
　

遺
跡
発
掘
調
査
財
源
は

　

伊
奈
川
一
号
線
改
良

工
事
で
遺
跡
を
発
掘

し
て
い
る
が
、
財
源
は
。

村
が
負
担
。
村
債
を

充
当
し
て
い
る
。

発
掘
し
た
後
の
活
用

の
仕
方
な
ど
取
り
扱

い
は
。調

査
報
告
書
の
発
刊

展
示
に
耐
え
う
る
も

の
で
あ
れ
ば
資
料
館
へ
展

示
す
る
。

阿
寺
縦
線
改
良
工
事

阿
寺
縦
線
改
良
工
事

は
、
誘
致
企
業
の
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
阿
寺
が
高
齢

者
住
宅
を
建
設
す
る
計
画

が
あ
り
取
り
か
か
っ
た
が
、

高
齢
者
住
宅
の
建
設
が
中

断
し
て
い
る
。
現
状
は
ど

う
か
。事

業
は
遅
れ
て
い
る

が
、
計
画
ど
お
り
進

め
る
と
聞
い
て
い
る
。

農
業
用
水
路
の補

修
と
は

決
算
審
査
の
所
見
で

阿
寺
農
業
用
水
路
修

繕
工
事
は
補
修
の
必
要
が

あ
る
と
あ
る
。
ど
う
い
っ

た
こ
と
か
。

施
工
時
期
が
冬
に
ず

れ
こ
ん
だ
こ
と
か
ら
、

地
盤
が
軟
ら
か
く
安
定
し

な
か
っ
た
こ
と
。
水
路
の

下
が
雨
で
流
さ
れ
、
用
水

路
が
浮
い
て
し
ま
い
、
傾

い
て
し
ま
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
な
事
象
は

あ
る
と
思
う
が
、
事

象
を
予
測
し
て
精
査

し
、
気
を
つ
け
て
進
め
て

ほ
し
い
。

第
５
次
総
合
計
画
に

つ
い
て

第
５
次
総
合
計
画
策

定
に
あ
た
り
、
村
の

実
態
に
か
か
わ
る
基
礎
的

な
調
査
は
ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
か
。
今
後
の
対
応

は
。

総
合
的
な
調
査
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が

主
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

基
礎
調
査
の
資
料
、

結
果
な
ど
に
つ
い
て

検
討
委
員
会
、
議
会
へ
の

報
告
は
。

検
討
委
員
会
へ
は
提

示
し
て
あ
る
。
検
討

委
員
会
終
了
後
、
議
会
へ

報
告
す
る
。

循
環
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て

循
環
バ
ス
の
運
行
に

村
は
約
１
千
万
円
負

担
し
て
い
る
。
路
線
の
見

直
し
な
ど
検
討
し
て
い
る

か
。

路
線
の
見
直
し
な
ど

検
討
し
、
昨
年
は
利

用
者
調
査
も
行
っ
て
い
る
。

通
園
、
通
学
の
合
間
を
運

行
し
て
い
る
た
め
大
き
な

変
更
は
で
き
な
い
。

プ
ー
ル
教
室
利
用
者
増

の
要
因
は

温
泉
館
の
休
館
に
よ

り
、
木
曽
町
の
プ
ー

ル
に
会
場
が
変
更
さ
れ
プ

ー
ル
教
室
が
行
わ
れ
て
い

る
。
参
加
者
が
減
る
こ
と

を
心
配
し
た
が
逆
に
増
加

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
。

送
迎
の
バ
ス
を
午
前

と
午
後
、
２
回
出
し

て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考

え
る
。

決

　算

質

　疑

決　算

質　疑

Ｑ＆Ａ Ｑ＆Ａ
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『安全・安心』の
一般会計支出総額 ３４億４，２２３万円

村づくりを検証平成 24年度

決算審査
若者の定住化促進、

子育て支援対策は
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奨
学
金
の
貸
付
状
況
は
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監査委員　奥田斗生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　横平幸男

　平成 24 年度決算審査は、７月 31 日から８月 23 日までの間の７日間、審査該当

事業 424 件のうち書類 37 件、現地 21 件、出先機関５か所について実施し、その

他税等の徴収状況及び主要な施策の決算状況の審査を行った。

（１）	主要事業、委託事業

 ①	 阿寺農業用水路修繕工事については、補修を行う必要があるので検討された

い。

 ②	 施工業者より提出された工事書類について、業者毎、多少の差はあるが昨年

度と比較すると高度なものになっていると判断する。引き続き指導・助言を

お願いしたい。

（２）	負担金、補助金及び交付金

	 　交通安全協会他 22 の団体について決算資料等により審査を行った。地域的

に格差があり、交付金に対し事業目的が達成されたかどうか不透明な団体が

見受けられる。各団体について精査し是正する必要があると思われるので検

討されたい。

（３）	税等の滞納と徴収

	 　平成 24 年度の全滞納者は、167 件、３，４２８万１千円であった。前年度

より件数で５件増加したが、金額で 114 万 2 千円、率にして３％の減である。

しかし、現年度繰越額においては村民税で 103 万 2 千円、固定資産税で 46

万 9 千円増加している。新たな滞納者を出さないよう対策を講じられたい。

　　　不納欠損処分は、40 件、345 万 5 千円であった。

　　　徴収事務については、分納・納付約束の取り付け等努力されている。税負担

の公平性を保つため、個々の案件を再検討しながら関係者の理解を得て自己

納付ができるよう努められたい。

（４）	むすび

	 　平成 24 年度の主要な施策、決算状況、基金残高等審査の結果、一般会計、

特別会計ともに予算に対して効率よく、かつ適正に執行され、各事業が円滑

に推移されていると判断される。平成 25 年度においても最小の経費で最大の

効果を生み出すことができるよう期待する。基本理念を貫き、村民の立場に

立った行政運営に鋭意努力されることをお願いする。

決 算 審 査 所 見



蛇
抜
沢
災
害
復
旧
対
策

８
月
23
日
の
災
害
は
、

林
道
の
暗
き
ょ
部
分

の
不
具
合
が
原
因
と
思
わ

れ
る
が
、
早
急
な
対
策
と

し
て
の
改
修
は
。

暗
き
ょ
は
当
初
一
本
、

現
在
二
本
敷
設
し
て

あ
る
。
上
流
に
流
木
止
め

も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
土
砂
災
害
と
な
っ

た
。
流
木
・
土
砂
の
撤
去

は
終
了
し
て
お
り
、
今
後

は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
し
維
持

管
理
し
て
い
く
。
暗
き
ょ

の
抜
本
的
改
修
は
考
え
て

な
い
。翌

日
、
現
場
を
視
察

し
た
が
、
湛
水
状
態

で
、
林
道
が
決
壊
す
る
恐

れ
も
あ
り
、
下
流
地
区
の

住
民
は
不
安
だ
。

そ
の
た
め
に
暗
き
ょ

を
増
設
し
、
対
処
し

て
き
た
。

今
後
さ
ら
に
豪
雨
の

恐
れ
も
あ
り
、
林
道

整
備
も
含
め
て
早
急
の
対

策
を
お
願
い
す
る
。

近
年
の
異
常
気
象
に

よ
り
、
予
測
で
き
な

い
豪
雨
が
あ
り
、
林
道
・

作
業
道
の
点
検
整
備
が
必

要
と
改
め
て
思
う
。

民
家
の
床
下
浸
水
は
、

国
道
の
暗
き
ょ
が
狭

く
、
大
量
の
土
砂
・
流
木

で
収
容
し
き
れ
ず
詰
ま
っ

た
の
が
大
き
な
要
因
だ

が
、
改
善
す
る
の
か
。

国
土
交
通
省
も
視
察

に
来
て
い
る
の
で
、

暗
き
ょ
の
断
面
が
狭
い
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
改

良
を
要
望
し
て
い
く
。

庁
舎
建
設
基
金

庁
舎
建
設
に
約
10
億

円
見
込
む
中
、
今
回

の
補
正
で
２
億
７
０
０
０

万
円
と
な
る
。
庁
舎
建
設

に
向
け
、
委
員
会
等
設
立

の
予
定
は
。

第
５
次
総
合
計
画
に

庁
舎
建
設
を
入
れ
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。
来

年
度
か
ら
に
な
る
。

福
祉
灯
油
券
交
付

対
象
世
帯
と
交
付
期

間
は
。

非
課
税
世
帯
の
う
ち
、

生
活
保
護
・
高
齢
者
・

障
が
い
者
世
帯
等
で
、

福
祉
施
設
入
所
世
帯
は
除

く
。
期
間
は
今
年
度
末
３

月
31
日
ま
で
。

橋
場
公
衆
ト
イ
レ
設
置

場
所
と
規
模
は
。

消
防
団
ポ
ン
プ
小
屋

横
の
観
音
堂
側
で
、

身
障
者
兼
用
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
仕
様
で
男
女
各
一
基

と
、
器
具
庫
を
予
定
し
て

い
る
。維

持
管
理
は
。

確
定
は
し
て
い
な
い

が
、
毎
日
の
こ
と
な

の
で
、
委
託
す
る
な
ど
し

て
管
理
し
て
い
く
。

　一般会計総額　34億2，500万円

一問☆一答

1億1，617万円を追加

補正予算質疑
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会計別補正状況

会  計 補 正 額

一 般 会 計

村営水道事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

11,617

641

1,170

総　 額

342,500

25,839

43,459

主な内容（歳出）（単位：万円）

福祉灯油券交付 200

農業用施設災害復旧事業 1,454

林業施設災害復旧事業 440

財政調整基金積立 3,000

庁舎建設基金積立 5,000

野尻・東部浄水場修繕 368

長野中給水管敷設工事 273

国庫負担金等返還金 1,012

療養給付費交付金返還金 201

庁
舎
建
設
基
金



異
常
気
象
が
原
因
で

集
中
豪
雨
が
発
生
し

や
す
い
中
、
当
村
で
も
８

月
末
に
下
在
地
区
で
水
害

の
発
生
が
あ
っ
た
。
災
害

防
止
策
や
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
対
応
と
同

様
に
、
災
害
発
生
後
の
対

処
・
復
旧
支
援
も
重
要
な

取
組
み
と
思
う
が
、
村
は

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
持
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
東
日

本
の
自
治
体
が
取
組
み
を

始
め
た
、
災
害
時
に
出
動

す
る
消
防
団
員
の
二
次
災

害
に
対
す
る
避
難
ル
ー
ル

づ
く
り
を
提
案
す
る
。

地
域
防
災
計
画
を
基

本
に
実
施
し
て
い
る
。

災
害
の
規
模
等
に
よ
り
対

応
が
一
律
で
な
い
こ
と
も

あ
り
、
あ
る
程
度
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
し
か
持
っ
て
い
な
い
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
向
け
、

再
度
見
直
し
を
し
た
い
。

復
旧
支
援
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
や
地
域
・
職
場
等

と
支
え
合
う
体
制
づ
く
り

を
図
り
た
い
。
大
規
模
災

害
に
お
い
て
は
、
国
・
県

と
の
連
携
や
、
災
害
時
支

援
協
定
等
で
対
処
し
た
い
。

当
村
は
急
峻
な
地
形

が
多
く
あ
る
。
早
急

な
対
策
が
必
要
な
箇
所
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

国
直
轄
で
施
工
中
が

２
基
。
建
設
を
前
提

に
調
査
・
計
画
を
進
め
て

い
る
箇
所
８
基
。
県
事
業

で
１
箇
所
計
画
中
で
あ

る
。
多
治
見
工
事
事
務
所

よ
り
、
今
回
発
生
し
た
「
蛇

抜
沢
」
に
つ
い
て
は
、
先

行
し
て
工
事
を
す
る
旨
の

連
絡
が
あ
っ
た
。

災
害
時
の
避
難
場
所

と
し
て
、
学
校
や
公

民
館
が
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
分
館
の
中
に
は
老
朽

化
し
て
不
適
切
な
建
物
が

多
く
あ
る
。
同
様
に
住
民

の
避
難
誘
導
に
お
い
て
も
、

近
年
高
齢
者
の
増
加
傾
向

が
顕
著
で
あ
り
、
避
難
誘

導
活
動
組
織
の
一
つ
と
し

て
地
域
自
治
組
織
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
。
避
難

場
所
と
も
な
る
分
館
の
建

て
替
え
と
地
域
自
治
組
織

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
住

民
が
安
全
・
安
心
そ
し
て

快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
は

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
村
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

分
館
の
体
制
、
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、

地
区
の
要
望
・
意
向
等
、

各
種
要
件
を
勘
案
し
て
計

画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

現
体
制
が
良
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
の
で
今
後
も
議

論
を
重
ね
た
い
。
地
域
自

主
防
災
組
織
は
、
必
要
で

あ
る
が
ど
の
よ
う
な
単
位

と
な
る
か
は
、
地
域
住
民

と
の
話
し
合
い
の
中
で
取

り
組
み
た
い
。
そ
れ
が
自

治
組
織
と
繋
が
る
か
否
か

は
難
し
い
問
題
と
認
識
し

て
い
る
。
地
域
の
住
民
で

安
全
・
安
心
を
担
っ
て
い

た
だ
く
お
願
い
は
し
た
い
。

この問答は、質

問議員が要約

したものです。質 問質 問質 問
鈴木　武 議員

防災訓練（大桑小）

蛇抜沢

災害発生後の対処・

復旧支援マニュアルはあるか

あるが見直しを図りたい

Q

QQ

A

A

A
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村
の
ご
み
処
理
の
現

状
は
。

他
町
村
も
含
め
、
平

成
22
年
度
か
ら
増
加

傾
向
。
村
で
は
生
ご
み
回

収
が
特
定
地
域
に
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
、
ご
み
の

増
量
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
。

ご
み
減
量
化
の
取
り

組
み
と
し
て
、
７
月

よ
り
雑
紙
の
資
源
回
収
が

始
ま
っ
た
が
、
ま
だ
浸
透

し
て
い
な
い
。
ま
た
新
た

に
食
用
廃
油
と
衣
類
の
資

源
回
収
は
で
き
な
い
か
。

雑
紙
に
つ
い
て
は
ま

だ
周
知
さ
れ
て
い
な

い
。
地
域
に
出
て
、
て
い

ね
い
な
説
明
を
し
て
い
く
。

衣
類
の
資
源
回
収
に
つ
い

て
は
、
南
部
３
カ
町
村
で

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

る
。
食
用
廃
油
は
小
・
中

学
校
で
回
収
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

生
ご
み
は
80
％
が
水

分
で
あ
り
、
５
％
の

水
分
を
取
る
だ
け
で
も
、

ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
可
燃

ご
み
と
し
て
出
す
場
合
、

し
っ
か
り
と
水
切
り
で
き

る
グ
ッ
ズ
な
ど
も
あ
る
。

ま
た
、
生
ご
み
回
収
に
つ

い
て
も
な
る
べ
く
負
担
に

な
ら
な
い
方
法
や
収
集
場

所
の
検
討
を
求
め
る
。

減
量
化
の
取
り
組
み
は
、

住
民
の
協
力
な
し
に
は
進

ま
な
い
。
今
後
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
だ
け
で
は
充
分
で

は
な
い
。
住
民
の
理
解
を

得
る
た
め
に
、
小
さ
な
集

ま
り
に
出
向
い
て
説
明
し

た
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

新
し
い
総
合
計
画
で

ご
み
減
量
化
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
ど
ん
な
位

置
付
け
を
し
て
い
る
か
。

温
暖
化
対
策
、
資
源

の
有
効
活
用
を
重
要

な
課
題
と
し
て
ご
み
減
量

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

平
成
30
年
度
に
共
用

開
始
の
新
ご
み
処
理

施
設
は
、
環
境
へ
の

負
荷
が
少
な
く
、
資
源
循

環
型
社
会
へ
向
け
、
現
在

よ
り
規
模
の
小
さ
い
焼
却

炉
と
な
る
。
自
治
体
と
し

て
し
っ
か
り
と
し
た
ご
み

減
量
の
数
値
目
標
を
も

ち
、
ご
み
減
量
の
原
動
力

で
あ
る
住
民
と
協
力
し
て

減
量
化
に
取
り
組
む
よ
う

求
め
る
。

524 548 380 395 407

434 445 311 320 325

415 428 293 301 297

476 474 409 418 426

434 461 412 435 455

平成20年

491 456 413 409 449

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

0 500 1000 1500 2000 2500
（㎏）

大桑村

上松町

南木曽町

木曽町

木祖村

王滝村

家庭から出た可燃ごみの推移
（世帯当たり）

一 般一 般一 般
瓜尾　美佐子 議員

Q&A

村政を問
う

衣
類
の
資
源
回
収
の
取
組
を

南
部
３
町
村
で
検
討
し
て
い
く

Q

Q

QQ AA

AA

ごみ収集の様子

7 おおくわ議会だより　第 134 号
平成 25年10月24日発行

意見



8おおくわ議会だより　第 134 号
平成 25年10月24日発行

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例

施
行
後
の
効
果
を
ど

う
認
識
す
る
か
。

条
例
は
生
活
環
境
の

美
化
・
保
全
を
目
的

に
制
定
し
た
も
の
で
、
背

景
に
は
「
美
し
い
村
づ
く

り
」
の
気
運
の
中
で
の
も

の
と
思
う
。
条
例
に
は
不

法
投
棄
の
罰
則
規
定
も
あ

り
、
抑
止
効
果
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
る
。

不
法
投
棄
と
ゴ
ミ
収

集
作
業
の
処
理
実
態

は
。

監
視
連
絡
員
を
６
名

に
委
嘱
し
、
各
地
２

名
１
組
で
毎
週
土
曜
日
に

巡
回
し
て
、
特
に
大
き
な

も
の
に
つ
い
て
見
廻
っ
て

い
る
。
例
え
ば
こ
の
３
年

間
で
年
に
数
件
ず
つ
、
中

で
も
投
棄
者
を
特
定
で
き

た
も
の
は
、
そ
の
人
に
処

理
を
願
っ
て
い
る
。

条
例
に
あ
る
罰
則
を

摘
要
し
た
事
例
は
あ

る
か
。
ま
た
、
こ
の
こ
と

を
い
さ
め
る
看
板
も
あ
る

が
機
能
し
て
い
る
か
。

罰
則
ま
で
課
し
た
こ

と
は
な
い
。
ま
た
、

看
板
も
投
棄
の
あ
っ
た
場

所
へ
立
て
て
あ
り
、
捨
て

易
い
場
所
な
の
か
効
果
も

ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。

大
き
な
家
電
等
の
不

法
投
棄
場
所
に
な
っ

て
い
る
林
道
の
管
理
は
ど

う
し
て
い
る
か
。

林
道
16
箇
所

に
鎖
を
設
け

そ
の
事
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
措
置

と
し
て
い
る
。

地
域
の
生
活

環
境
美
化
、

そ
の
事
に
村
は
ど

の
よ
う
な
手
立
て
を
し
て

い
る
の
か
。

地
域
内
の
整
備
は
、

制
約
は
あ
る
が
交
付

金
要
項
を
制
定
し
対
処
し

て
い
る
。
他
、
組
織
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ル
バ
ー

セ
ン
タ
ー
に
も
委
託
を
す

る
等
を
し
て
い
る
。

現
状
の
ま
ま
で
は
進

み
に
く
い
事
業
に
な
っ

て
い
る
気
が
す
る
。

　
ポ
イ
捨
て
禁
止
・
環
境

美
化
・
花
桃
の
植
栽
等
美

化
に
対
す
る
総
括
的
な
条

例
に
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
景
観
の
美

化
へ
の
思
い
、
考
え

を
持
っ
て
よ
い
機
運
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
る
。
条
例

を
束
ね
る
の
が
今
か
、
も

う
少
し
時
間
を
か
け
て
検

討
す
べ
き
か
迷
い
も
あ
る
。

　
条
例
制
定
が
先
か
、
機

運
の
盛
り
上
が
り
を
待
つ

の
か
相
談
を
し
な
が
ら
定

め
て
行
き
た
い
。

８
月
23
日
雨
で
、
野

尻
下
在
地
区
に
被
害

が
あ
っ
た
。
思
う
と

こ
ろ
は
色
々
と
あ
っ

た
が
、
一
番
感
じ
た
こ
と

は
国
道
の
側
溝
な
ど
か
ら

と
思
わ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
ス
チ
ロ
ー
ル
等
の
投

げ
捨
て
た
も
の
の
ゴ
ミ
の

量
の
多
さ
。
こ
の
現
実
を

み
ん
な
で
共
有
し
な
け
れ

ば
と
思
う
。

ポイ捨て看板

不法投棄されたごみ

この問答は、質

問議員が要約

したものです。質 問質 問質 問
岩佐　孝和 議員

ポ
イ
捨
て
条
例
で
村
の
美
化
は

保
て
る
か

総
括
的
な
条
例
制
定
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
計
り
た
い

QQ

QQ

QQ

AA

A

AAA

最後に
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阿
寺
渓
谷
で
の
残
念

な
出
来
事
は
、
観
光

の
あ
り
方
に
も
問
題
を
投

げ
か
け
た
と
思
う
。
改
め

て
行
政
の
見
解
を
問
い
た

い
。

　
先
ず
、
来
訪
・
利
用
状

況
は
。７

・
８
月
の
状
況
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

◆
　
渓
谷
へ
の
来
訪
者
は
、

　
　
３
８
８
７
人
、
前
年

　
　
比
は
１
１
０
・
５
％

◆
　
あ
て
ら
荘
宿
泊
者
は
、

　
　
１
４
１
１
人
、
前
年

　
　
比
は
１
０
８
・
８
％

◆
　
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者

　
　
は
、
４
５
８
１
人
、

　
　
前
年
比
99
・
３
％

増
加
理
由
は
。

次
の
理
由
と
考
え
る
。

◆
　
暑
か
っ
た
夏
と
テ
レ

　
　
ビ
放
映

◆
　
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　
　
駅
や
車
内
へ
の
ポ
ス

　
　
タ
ー
掲
示

◆
　
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
へ

　
　
の
組
込

今
夏
を
見
て
の
問
題

は
。

次
の
よ
う
な
問
題
が

あ
る
。

◆
　
駐
車
場
の
狭
さ
、
観

　
　
光
バ
ス
の
乗
入
れ
、

　
　
待
機
所
・
路
肩
等
林

　
　
道
へ
の
駐
車
に
よ
る

　
　
渋
滞

◆
　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
所

　
　
の
未
設
定
や
パ
ト

　
　
ロ
ー
ル
不
足

考
慮
す
べ
き
問
題
も

あ
る
。

◆
　
車
両
の
乗
入
放
任
に

　
　
よ
る
渋
滞
と
す
れ
違

　
　
い
時
の
接
触
・
転
落

　
　
事
故
発
生

◆
　
キ
ャ
ン
プ
・
バ
ー
ベ

　
　
キ
ュ
ー
に
よ
る
場
所

　
　
占
有
と
飲
酒
後
入
水

　
　
に
よ
る
不
測
事
態
の

　
　
発
生

　
ま
た
、
規
制
の
徹
底
に

必
要
な
立
て
看
板
に
は
、

明
確
性
と
統
一
性
が
重
要

と
思
う
。
赤
沢
は
、
「
火

気
厳
禁
」
で
、
キ
ャ
ン

プ
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
た

き
火
禁
止
で
あ
る
が
、「
厳

禁
」
、
「
禁
止
」
、
「
遠
慮
」

が
混
在
す
る
。
阿
寺
は
ど

う
か
。看

板
は
あ
る
が
、
明

確
性
や
統
一
性
に
欠

け
る
。
阿
寺
渓
谷
管
理
運

営
協
議
会
や
森
林
管
理
署

と
協
議
し
、
改
善
し
た
い
。

具
体
策
の
進
め
方
は
。

問
題
は
、
協
議
会
で

検
討
し
て
い
る
が
、

村
と
し
て
も
環
境
整
備
に

つ
い
て
は
十
分
検
討
す

る
。

阿
寺
渓
谷
の
活
用
や

維
持
管
理
に
は
、
村

に
も
応
分
の
負
担
が
求
め

ら
れ
る
。
厳
し
く
な
る
財

政
を
考
え
れ
ば
、
受
益
者

負
担
の
原
則
の
も
と
に
、

来
訪
者
の
方
々
に
も
、
管

理
負
担
金
も
し
く
は
駐
車

場
利
用
料
金
と
し
て
適
度

な
負
担
を
頂
き
、
維
持
管

理
費
に
あ
て
る
と
い
う
仕

組
み
づ
く
り
が
、
現
実
的

か
つ
不
可
欠
と
思
う
。
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。
　

課
題
は
、
明
確
で
あ

り
、
行
政
も
、
協
議

会
に
一
任
せ
ず
、
森
林
管

理
署
と
共
に
取
り
組
み
た

い
。

次
の
提
言
に
つ
い
て

前
向
き
な
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。

◆
　
有
料
駐
車
場
（
村
民

　
　
無
料
）
整
備
と
一
般

　
　
車
両
（
原
則
）
渓
谷

　
　
内
乗
入
禁
止
、
こ
れ

　
　
等
に
伴
う
有
料
シ
ャ

　
　
ト
ル
バ
ス
の
運
行

◆
　
砂
小
屋
レ
ス
ト
ハ
ウ

　
　
ス
（
仮
称
）
の
整
備

　
　
と
渓
谷
内
火
気
厳
禁

一 般一 般一 般
水野　進 議員

Q&A

村政を問
う

『今後の阿寺渓谷の観光

施策に期待すること』を

どう進めるか

課題は明確、村として
積極的に関与、施策推進する

阿寺渓谷キャンプ場

Q

QQ

QQ

QA

A

AA

A

A

意見
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阿
寺
渓
谷
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
そ
の
方
法

と
は
。森

林
管
理
署
、
協
議

会
と
の
課
題
と
し
て

今
後
検
討
し
て
い
く
。

事
故
の
際
の
連
絡
方

法
は
。
ま
た
、
携
帯

電
話
の
使
用
が
で
き
る
よ

う
に
は
な
ら
な
い
か
。

現
在
は
キ
ャ
ン
プ
場

の
衛
星
携
帯
を
使
用

し
て
い
る
。
携
帯
会
社
と

協
議
は
し
て
い
る
が
現
在

の
と
こ
ろ
難
し
い
。
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

渓
谷
入
口
の
阿
寺
橋

よ
り
の
飛
び
込
み
禁

止
に
つ
い
て
検
討
は
さ
れ

て
い
る
か
。

現
在
、
飛
び
込
み
禁

止
の
看
板
は
出
し
て

あ
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル
を
含

め
、
協
議
会
と
の
今
後
の

検
討
課
題
で
あ
る
。

期
間
中
の
阿
寺
渓
谷

の
混
雑
す
る
車
の
管

理
は
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
等

の
運
行
は
で
き
な
い
か
。

村
単
独
で
は
難
し
い

が
、
今
後
各
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
く
。

ダ
ム
湖
の
水
上
バ
イ

ク
の
騒
音
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
。

関
西
電
力
の
管
理
下

に
あ
り
利
用
規
制
は

で
き
な
い
が
、
利
用
者
の

モ
ラ
ル
に
期
待
し
た
い
。

入
口
の
バ
イ
オ
ト
イ

レ
が
間
に
合
わ
な
か
っ

た
と
聞
く
が
、
浄
化
槽
に

す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で

は
。

バ
イ
オ
処
理
の
た
め

利
用
者
が
多
い
時
は

処
理
に
要
す
る
間
隔
が
長

く
な
っ
た
が
使
用
で
き
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

浄
化
槽
も
検
討
さ
れ
た
が

年
間
の
維
持
管
理
を
考
え

る
と
バ
イ
オ
ト
イ
レ
が
最

適
で
あ
っ
た
。

今
後
の
阿
寺
渓
谷
の

観
光
を
考
え
る
と
安

全
面
か
ら
も
車
の
乗

り
入
れ
を
控
え
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
等
を
利
用
し
歩
い
て

散
策
す
る
方
法
に
し
て
ほ

し
い
。

阿寺渓谷のバイオトイレ

夏の阿寺川

この問答は、質

問議員が要約

したものです。質 問質 問質 問
大前　今朝男 議員

阿
寺
渓
谷
の
観
光
に
つ
い
て

水
難
事
故
等
の
安
全
管
理
の
今
後
は

各
関
係
機
関
と
協
議
し

進
め
て
行
く

QQQ

Q

QQ

AA

AA

AA

意見
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大
桑
村
を
と
り
ま
く

地
域
経
済
の
現
状
を

ど
う
み
る
か
。

木
材
関
係
は
、
国
有

林
の
受
注
は
か
な
り

あ
っ
た
が
「
木
材
価
値
が

安
く
事
業
と
し
て
好
転
し

て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
、

建
設
関
係
も
受
注
は
増
え

て
い
る
が
「
材
料
価
格
が

上
が
っ
て
お
り
好
転
は
し

て
い
な
い
」
と
い
わ
れ
て

い
る
。
自
動
車
関
係
は
、

軽
自
動
車
の
売
れ
行
き

が
「
順
調
に
推
移
し
て
い

る
」
と
聞
い
て
い
る
。

議
会
で
は
、
消
費
税

増
税
中
止
の
決
議
を

し
た
が
、
村
長
と
し
て
の

見
解
は
。

債
務
残
高
や
社
会
保

障
の
財
源
と
し
て
増

税
は
必
要
か
と
考
え
る
が
、

今
の
時
期
の
増
税
は
疑
問

が
あ
り
議
会
の
決
議
は
理

解
で
き
る
。

フ
ォ
レ
ス
パ
や
道
の

駅
の
現
状
は
ど
う
か
。

あ
て
ら
荘
は
、
７
月

ま
で
の
実
績
で
は
建

設
関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
の

宿
泊
に
よ
り
昨
年
よ
り
売

り
上
げ
が
増
え
て
い
る
。

道
の
駅
（
木
楽
舎
）
は
昨

年
並
み
と
聞
い
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
木
曽
の
「
農
業

生
産
法
人
」
の
設
立

に
対
す
る
村
独
自
の
対
応

は
ど
う
か
。

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
な
が

ら
村
の
対
応
を
検
討

し
た
い
。

自
分
で
は
耕
作
で
き

な
い
農
地
を
農
業
委

員
会
に
登
録
し
て
担
い
手

を
あ
っ
せ
ん
す
る
「
農
地

バ
ン
ク
」
は
ど
う
か
。

農
地
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
現
在
、
農
地
の

利
用
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
検
討
し

た
い
。行

政
報
告
に
あ
っ
た

国
有
林
と
の
「
官
民

協
定
」
に
対
す
る
具
体
的

な
対
応
は
。

雇
用
の
拡
大
や
高
性

能
機
械
の
導
入
な
ど

に
よ
り
販
売
競
争
力
の
増

大
が
見
込
ま
れ
る
と
し
て

お
り
、
官
民
の
一
体
化
に

期
待
し
て
い
る
。
松
く
い

虫
や
ナ
ラ
枯
れ
も
発
生
し

て
お
り
、
健
全
な
山
づ
く

り
の
た
め
に
補
正
予
算
で

高
性
能
機
械
の
導
入
に
補

助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

ナ
ラ
枯
れ
の
カ
シ
ノ

ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の

被
害
が
中
津
川
で
も
急
速

に
広
が
っ
て
お
り
、
木
曽

で
も
広
域
的
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

木
曽
の
病
害
虫
対
策

協
議
会
で
対
応
を
検

討
し
て
い
る
。

大
桑
村
の
可
能
性
を

生
か
し
、
住
民
が
誇

り
に
で
き
る
村
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
住
民

参
加
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
を
、
第
５
次
総
合
計
画

の
中
で
検
討
し
た
ら
ど
う

か
。

そ
の
よ
う
な
も
の
が

で
き
れ
ば
よ
い
が
、

総
合
計
画
で
は
特
に
検
討

し
て
い
な
い
。

一 般一 般一 般
古畑　昌夫議員

Q&A

村政を問
う

「地域振興公社」設立の検討を

第５次総合計画ではとくに検討
していない

やってみ隊の稲刈り

Q

Q

QQ

Q Q

Q

QA

A

A

AA

AA

A
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●
特
別
職
の
職
員
で
非
常

　
勤
の
者
の
報
酬
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正

　
協
議
会
の
名
称
変
更
、

新
た
な
協
議
会
の
発
足
に

伴
い
、
関
係
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の

●
大
桑
村
村
有
林
管
理
条

　
例
の
一
部
改
正
　

　
課
の
編
成
替
え
に
伴
い
、

関
係
条
項
を
改
正
す
る
も

の●
大
桑
村
消
防
団
員
賞
じ
ゅ

　
つ
金
及
び
殉
職
者
特
別
賞

　
じ
ゅ
つ
金
条
例
の
制
定

　
消
防
職
務
遂
行
の
た
め

に
死
亡
し
、
ま
た
は
、
障

が
い
と
な
っ
た
時
、
そ
の

功
労
に
報
い
る
た
め
賞

じ
ゅ
つ
金
を
支
給
す
る
た

め
に
制
定
す
る
も
の

●
平
成
25
年
度
村
道
伊
奈

　
川
一
号
線
改
良
工
事
　

　
（
３
工
区
）
請
負
契
約

●
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積

　
載
車
購
入
（
軽
積
載
車

　
２
台
）

●
木
曽
広
域
連
合
規
約
の

　
変
更

　
広
域
連
合
議
員
定
数
を

22
人
か
ら
20
人
に
変
更
す

る
も
の

●
教
育
委
員
会
委
員
の
選

　
任
に
つ
い
て

大
桑
村
野
尻
　

水
口
　
泰
治
　
氏

同
氏
の
推
薦
に
全
会
一
致

で
同
意
（
新
任
）

●
消
費
税
増
税
の
中
止
を

求
め
る
請
願
書

請
願
団
体

全
日
本
年
金
者
組
合
木
曽

支
部

　
支
部
長
　
　
新
床
悦
郎

紹
介
議
員

瓜
尾
美
佐
子

古
畑
　
昌
夫

結
果
　

全
会
一
致
　
採
択

●
森
林
吸
収
源
対
策
及
び

　
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

　
す
る
地
方
の
財
源
確
保

　
の
た
め
の
意
見
書
採
択

　
に
関
す
る
陳
情

陳
情
団
体

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促

進
議
員
連
盟

会
長
　
板
垣
一
徳

結
果
　

全
会
一
致
　
採
択

●
道
州
制
導
入
に
断
固
反

　
対
す
る
意
見
書
の
提
出

　
に
つ
い
て

　
我
々
町
村
議
会
は
、「
道

州
制
は
絶
対
に
導
入
し
な

い
こ
と
」
と
す
る
要
望
を

決
定
し
、
政
府
・
国
会
に

対
し
要
請
し
て
き
た
。
し

か
し
、
与
党
に
お
い
て
は
、

道
州
制
導
入
を
目
指
す
動

き
が
依
然
と
し
て
み
ら

れ
、
我
々
の
要
請
を
無
視

す
る
か
の
動
き
を
見
せ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
法
案

は
、
事
実
上
の
合
併
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
お
そ
れ
が

高
い
う
え
、
再
編
さ
れ
た

基
礎
自
治
体
は
、
住
民
と

行
政
の
距
離
が
遠
く
な
り
、

住
民
自
治
が
衰
退
す
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
効

率
性
や
経
済
性
を
優
先
し
、

地
域
の
伝
統
や
文
化
、

郷
土
意
識
を
無
視
し
て
つ

く
り
上
げ
る
大
規
模
な
団

体
は
、
地
方
自
治
と
呼
べ

る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ

て
道
州
制
の
導
入
に
断
固

反
対
す
る
。

提
出
議
員
　

岩
佐
孝
和

賛
成
議
員
　

鈴
木
　
武

古
畑
昌
夫

結
果

　
　
　
全
会
一
致
　
採
択

こんなことが決まりました
消防団員、消防業務中の事故に賞じゅつ金を授与

条
例
改
正

請
負
契
約

人

　事

そ
の
他

請

　願

陳

　情

発

　議

契約の方法 指名競争入札

契約金額

契約の
相手方

7,612万5千円

大桑村大字須原1609-1

株式会社宮地組

代表取締役

宮地　利明

契約の方法 指名競争入札

契約金額

契約の
相手方

1,133万8千円

松本市石芝4-4-27

ｺﾊﾞﾎﾞｰｼｽﾃﾑ株式会社

代表取締役

遠藤　光明



○
吉
村
た
み
さ
ん
に

長
寿
祝
い
金
贈
呈

　
野
尻
新
田
５
の
吉
村
た

み
さ
ん
が
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
、
９
月
11
日
長
寿

祝
い
金
を
お
渡
し
し
、
長

寿
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

し
た
。
吉
村
さ
ん
は
大
正

２
年
８
月
の
お
生
ま
れ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
お
元
気
で
長
生
き
さ
れ

る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

○
レ
ジ
袋
無
料
配
布
の

中
止

　
環
境
に
配
慮
し
た
行
動

の
一
環
と
し
て
レ
ジ
袋
の

無
料
配
布
を
中
止
す
る
取

り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

木
曽
郡
６
町
村
は
４
月
10

日
「
木
曽
地
域
レ
ジ
袋
無

料
配
布
中
止
推
進
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
が
、
６
月

11
日
、
Ａ
コ
ー
プ
と
イ
オ

ン
木
曽
福
島
店
の
２
店
舗

と
「
木
曽
地
域
に
お
け
る

レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止

に
関
す
る
協
定
」
を
取
り

交
わ
し
、
６
月
24
日
か
ら

取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　
７
月
29
日
現
在
、
郡
内

の
取
り
組
み
店
は
７
事
業

所
８
店
舗
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。

○
木
曽
川
右
岸
道
路
と

　
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

　
備
推
進
に
関
す
る
県

　
要
望

　
８
月
８
日
、
村
上
県
議
、

臼
田
木
曽
建
設
事
務
所
長

に
同
行
い
た
だ
き
右
岸
道

路
関
係
、
特
に
大
桑
橋
の

整
備
及
び
取
り
付
け
道
路

の
整
備
に
関
し
て
県
関
係

機
関
へ
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

○
木
曽
谷
流
域
森
林

整
備
推
進
協
定

　
８
月
９
日
、
木
曽
郡
６

町
村
や
森
林
管
理
署
、
木

曽
地
方
事
務
所
、
森
林
組

合
な
ど
15
団
体
が
木
曽
地

域
の
木
材
生
産
量
の
増
加

を
目
指
す
「
木
曽
谷
流
域

森
林
整
備
推
進
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
地
域
内

の
国
有
林
と
民
有
林
を
利

用
可
能
な
状
態
に
整
備

し
、
木
材
の
流
通
促
進
を

図
る
も
の
。

　○
コ
ー
プ
な
が
の
と
災

　
害
協
定
、
高
齢
者
見

　
守
り
協
定

　
９
月
５
日
、
生
活
協
同

組
合
コ
ー
プ
な
が
の
と

「
災
害
時
に
お
け
る
応
急

生
活
物
資
供
給
等
に
関
す

る
協
定
」
と
「
大
桑
村
地

域
見
守
り
活
動
事
業
協
力

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
災
害
協
定
は
、
災
害
時

に
村
の
要
請
に
よ
り
コ
ー

プ
な
が
の
が
水
や
食
料
、

生
活
物
資
を
供
給
、
搬
送

す
る
も
の
。
高
齢
者
見
守

り
協
定
は
、
コ
ー
プ
が
配

達
先
の
高
齢
者
宅
な
ど
で

異
変
や
不
審
な
こ
と
に
気

付
い
た
と
き
に
村
に
連
絡

し
、
緊
急
時
は
消
防
や
警

察
に
通
報
す
る
こ
と
で
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
い
く

も
の
で
す
。

○
川
北
一
号
線
（
殿
）

　
で
落
石

　
６
月
23
日
、
殿
の
川
北

一
号
線
で
巨
石
等
の
落
石

が
発
生
し
ま
し
た
。
関
電

用
地
を
借
り
て
迂
回
路
を

確
保
す
る
と
と
も
に
対
策

工
事
を
実
施
、
現
在
は
仮

設
の
岩
石
止
め
に
よ
り
通

行
は
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
上
部
岩
石
は
ま
だ
崩
壊

の
危
険
が
あ
り
、
来
年
度

防
災
工
事
に
よ
り
本
復
旧

を
目
指
し
ま
す
。

○
８
月
23
日
発
生
豪
雨

災
害

　
８
月
23
日
（
金
）
19
時

か
ら
20
時
の
村
観
測
雨
量

田
光
61
㎜
　
役
場
50
㎜
　

下
在
57
㎜

　
20
時
ご
ろ
蛇
抜
沢
で
堆

積
し
て
い
た
土
砂
、
流
木

や
木
枝
な
ど
が
一
気
に
流

出
、
国
道
暗
き
ょ
を
閉
塞

し
国
道
及
び
住
宅
（
２
戸

床
下
浸
水
）
へ
土
砂
が
流

出
し
ま
し
た
。
役
場
職

員
、
消
防
団
、
関
係
機
関

で
現
地
確
認
、
警
戒
に
あ

た
り
、
蛇
抜
沢
と
国
道
の

土
砂
は
０
時
50
分
撤
去
を

完
了
し
ま
し
た
。

　
25
、
26
日
に
多
治
見
国

道
事
務
所
に
お
い
て
蛇
抜

沢
上
部
の
現
地
踏
査
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
新
た
な

渓
岸
浸
食
や
山
腹
崩
壊
は

確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
も
同
様
の
災
害
の

恐
れ
が
あ
り
、
村
と
し
て

は
直
轄
砂
防
え
ん
堤
の
早

期
着
工
を
要
請
し
て
い
き

ま
す
。

　
そ
の
他
の
被
害
状
況

　
林
道
野
尻
与
川
線
の
路

肩
崩
壊
５
か
所
、
阿
寺
農

業
用
水
路
の
洗
掘
、
阿
寺

水
路
管
理
路
崩
壊

○
消
火
栓
ホ
ー
ス
筒
先

盗
難

　
８
月
24
日
野
尻
地
区
の

消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
真

ち
ゅ
う
製
の
筒
先
が
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
点
検
の
結
果
、
第
３

分
団
９
本
、
第
２
分
団
３

本
、
合
計
12
本
の
盗
難
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
27
日

に
木
曽
署
に
盗
難
届
を
提

出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
調
べ
で
木
曽
町
と
南
木

曽
町
で
も
盗
難
が
あ
り
、

３
町
村
で
31
本
の
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

　
非
常
用
の
施
設
で
あ
り
、

す
ぐ
に
ア
ル
ミ
製
筒
先
を

配
置
し
ま
し
た
が
、
そ
の

費
用
（
被
害
額
）
は
10
万

円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

○
村
事
業
発
注
状
況

　
村
事
業
の
発
注
率
は
、

８
月
末
現
在
、
事
業
件
数

ベ
ー
ス
で
70
％
、
予
算
ベ
ー

ス
で
91
％
で
す
。

　
繰
り
越
し
で
事
業
を
進

め
て
き
た
和
村
中
央
線
改

良
工
事
は
４
月
26
日
に
竣

工
、
下
在
線
改
良
事
業
は

４
月
30
日
に
竣
工
し
て
い

ま
す
。

行
政
報
告
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○
８
月
23
日
発
生
豪
雨災

害



は
じ
め
に

　
村
民
参
加
と
村
民
と
の

連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
10
月
２
日
と
４
日
に
、

今
期
２
回
目
の
議
員
と
語

る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
員
が
２
班
に
分
か
れ
議

会
活
動
に
つ
い
て
報
告
す

る
と
と
も
に
、
村
民
か
ら

議
会
活
動
、
村
政
に
対
す

る
意
見
、
提
言
等
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

◆
阿
寺
渓
谷

赤
沢
と
同
じ
国
有
林

だ
か
ら
、
駐
車
場
を

つ
く
っ
て
料
金
を
取
っ
て

も
誰
も
文
句
言
わ
な
い
と

思
う
が
。

赤
沢
は
国
の
休
養
林

だ
が
阿
寺
は
違
う
。

駐
車
場
整
備
の
話
も
あ
っ

た
が
、
地
形
的
に
も
難
し

い
だ
ろ
う
。

◆
あ
て
ら
荘

日
帰
り
入
浴
を
夕
方

５
時
で
受
付
を
終
了

し
て
し
ま
う
の
は
早
く
な

い
か
。宿

泊
客
と
の
兼
ね
合

い
も
あ
り
、
現
状
で

は
５
時
が
精
一
杯
だ
と
聞

い
て
い
る
。

あ
て
ら
荘
の
利
益
が

増
え
て
い
る
と
聞
い

た
が
、
現
状
は
。

ビ
ジ
ネ
ス
客
の
増
加

に
よ
り
、
宿
泊
者
数
・

売
上
と
も
増
え
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

反
対
意
見
も
あ
る
中

で
、
赤
字
の
補
填
や

委
託
料
の
補
助
を
繰

り
返
し
て
き
た
経
営
を
改

善
す
る
た
め
、
温
泉
館
を

休
館
し
た
こ
と
は
良
い
決

断
だ
と
思
う
。

◆
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

を
村
全
体
の
行
事
と

し
た
ら
ど
う
か
。
観
光
協

会
の
考
え
方
は
。

大
桑
は
観
光
立
村
で

は
な
く
、
自
主
的
に

動
か
す
観
光
協
会
に
な
っ

て
い
な
い
。
今
の
体
制
で

は
難
し
い
。

◆
職
員
給
与
と
公
債
費

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

が
高
い
こ
と
、
公
債

費
比
率
が
郡
で
一
番
高
い

こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

に
つ
い
て
は
下
げ
る

よ
う
に
村
も
努
力
し
て
い

る
。
公
債
費
に
つ
い
て

は
、
順
調
に
減
っ
て
き
て

い
る
。
今
後
も
議
会
と
し

て
注
視
し
て
い
く
。

膝を交えて 意見交換議員と
語る会

10 月 2日（水） 野尻地区館

 弓矢分館

10月 4日（金） 須原地区館

議
会
に
対
す
る
質
問
・
意
見
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各
地
区

　参
加
人
数

会　場 人数

須原地区館

弓矢分館

野尻地区館

７

７

１１

村
の
観
光
は

村
の
財
政
は

A

AA

A

A Q

Q

Q

QQ

意見

弓矢分館



◆
防
災

村
に
は
、
統
一
し
た
自
治

組
織
が
な
い
が
、
災
害
の

情
報
を
ど
う
伝
え
る
の

か
。

村
も
必
要
性
は
言
っ

て
い
る
が
、
具
体
化

し
て
い
な
い
。
第
５
次
総

合
計
画
に
ど
の
よ
う
に
盛

り
込
ん
で
い
く
の
か
確
認

し
た
い
。

防
災
エ
リ
ア
メ
ー
ル

も
良
い
が
、
登
録
制

の
メ
ー
ル
も
緊
急
時

に
有
効
で
は
な
い
か
。

◆
大
桑
橋

大
桑
橋
の
架
け
替
え

に
つ
い
て
は
、
村
単

独
と
聞
い
た
が
。

県
の
動
向
、
完
成
時

期
な
ど
か
ら
村
が
主

体
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た

が
、
国
の
補
助
が
つ
く
と

聞
い
て
い
る
。
橋
ま
で
の

取
付
道
路
は
県
へ
要
望
し

て
い
る
。

今
の
位
置
で
は
な
く
、

も
う
少
し
下
に
架
け

た
ら
ど
う
か
。

今
の
橋
を
補
強
す
る

か
、
少
し
上
流
に
新

し
い
橋
を
架
け
る
か
、
そ

れ
と
も
下
流
に
新
し
い
橋

を
架
け
る
か
、
３
案
か
ら

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

◆
庁
舎
建
設

庁
舎
を
建
て
る
場
合

は
、
住
民
が
使
い
や

す
い
よ
う
に
考
え
て
ほ
し

い
。

庁
舎
建
設
に
は
補
助

金
が
出
な
い
の
で
村

は
基
金
を
積
み
立
て
て
い

る
が
、
場
所
の
選
定
や
規

模
に
つ
い
て
も
委
員
会
を

つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
提
案

し
た
。
村
は
、
第
５
次
総

合
計
画
の
中
で
方
向
性
を

出
し
、
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
い
と
言
っ
て
い
る
。

◆
遊
休
農
地

耕
作
放
棄
地
が
目

に
つ
く
よ
う
に
な
っ

た
。
議
会
で
議
論
し
て
い

る
か
。

農
業
委
員
会
で
、
農

地
調
査
を
し
て
現
状

を
把
握
し
、
農
機
具
メ
ー

カ
ー
と
提
携
し
て
新
し
い

取
り
組
み
も
し
て
い
る
。

◆
議
会
に
要
望

住
民
が
要
望
し
た
こ

と
に
対
し
て
、
真
摯

に
受
け
止
め
て
何
と

か
伝
え
て
ほ
し
い
。

議
員
に
話
を
し
て
も

難
し
い
と
い
う
ば
か

り
で
何
が
難
し
い
か

わ
か
ら
な
い
。
も
っ
と
研

究
し
て
ほ
し
い
。

膝を交えて 意見交換議員と
語る会

10 月 2日（水） 野尻地区館

 弓矢分館

10月 4日（金） 須原地区館
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第
５
次
総
合
計
画

そ
の
他

A

AA

A

A

QQ

Q

Q

須原地区館

野尻地区館

提案

意見意見



◎
開
催
日 

８
月
30
日

◎
場

所 

木
曽
文
化
公
園

　
第
３
回
定
例
議
会
に
は

平
成
24
年
度
一
般
会
計
・

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
と
平
成
25
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
補
正
予

算
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の

結
果
、
す
べ
て
原
案
通
り

可
決
さ
れ
た
。

●
平
成
24
年
度

　
　
主
要
事
業
に
つ
い
て

・
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ

　
タ
ル
化

・
木
曽
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　
タ
ー
の
新
炉
建
設
に
向

　
け
た
取
り
組
み

・
第
４
次
広
域
計
画
の
策

　
定
（
25
～
29
年
）

・
介
護
保
険
事
業

　
24
年
度
の
総
給
付
額
は
、

事
業
計
画
よ
り
下
回
っ
て

お
り
、
支
払
準
備
基
金
は

３
４
０
０
万
円
の
予
定
。

保
険
料
滞
納
額
は
、
１
７

０
０
万
円
を
超
え
、
徴
収

が
難
し
い
。

（
報
告
者 

瓜
尾
美
佐
子
）

　
７
月
26
日
に
組
合
議
会

臨
時
会
が
開
か
れ
た
。
議

事
案
件
は
、
条
例
改
正
１

件
、
予
算
関
連
１
件
、
報

告
１
件
の
計
３
件
。
そ
れ

ぞ
れ
審
議
の
結
果
、
可
決
・

承
認
さ
れ
た
。

　
条
例
改
正
は
、
再
任
用

職
員
の
給
与
の
支
給
に
つ

い
て
、
必
要
な
改
正
を
行

う
も
の
。

　
予
算
関
連
は
、
25
年
度

当
初
予
算
編
成
後
の
状
況

変
化
に
よ
り
、
特
に
政
策

的
判
断
を
必
要
と
す
る
経

費
及
び
施
設
の
維
持
、
管

理
運
営
に
緊
急
を
要
す
る

経
費
で
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
１
３
０
０
万
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
47

億
６
９
０
０
万
円
と
す
る

内
容
。

　
報
告
案
件
は
、
平
成
24

年
度
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い

て
、
緊
急
を
要
す
る
た
め

規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分

し
た
内
容
に
つ
い
て
報
告

し
、
承
認
を
求
め
る
も
の

で
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
０
０
０
万
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額

を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

46
億
５
０
０
万
円
と
し
た

も
の
。

（
次
回
定
例
会
11
月
予
定
）

（
報
告
者 

　
水
野
　
進
）

▼
９
月
４
日
に
は
大
先
輩

方
が
大
勢
参
集
し
て
敬
老

会
が
あ
っ
た
。
77
歳
以
上

の
方
々
１
２
０
余
名
の
皆

さ
ん
お
元
気
で
、
は
つ
ら

つ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
代
表
の
方
は
「
趣
味
と

地
域
活
動
を
通
じ
て
明
る

い
長
寿
社
会
を
め
ざ
す
。
」

と
話
さ
れ
た
。

▼
２
０
２
０
年
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
ま

っ
た
。

　
過
日
の
小
学
校
運
動
会

の
開
会
式
で
村
長
は
「
７

年
後
み
な
さ
ん
の
中
か
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
出

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

時
は
村
を
挙
げ
て
応
援
し

た
い
。
」
と
挨
拶
し
た
。

夢
を
見
た
い
、
希
望
を
持

ち
た
い
と
思
う
。

▼
我
々
議
会
も
子
供
に
、

大
先
輩
に
負
け
な
い
よ
う

頑
張
ろ
う
と
改
め
て
思
っ

た
。
　
　
　
　
　
（
岩
佐
）

委

員

長
　
横
平
　
幸
男

副
委
員
長
　
木
戸
　
勘
一

委
　
　
員
　
沼
　
　
友
行

　
　
　
　
　
大
前
今
朝
男

　
　
　
　
　
岩
佐
　
孝
和

平成24年度　木曽広域連合歳入歳出決算 （単位：万円）

会計別 歳入決算額

310,073

372,593

682,666

281,001

364,551

645,552

16,652

0

16,652

12,420

8,042

20,462

歳出決算額 繰越すべき財源 実質収支額

一般会計

介護保険特別会計

合計

組

合

議

会

報

告

松
塩
筑
木
曽
老
人

福
祉
施
設
組
合
議
会
報
告

編
集
後
記

木
曽
広
域
連
合

　
　
　議
会
報
告

「絵手紙」原田　正さん（下在） 

生涯学習教室などで制作した作品を紹介します。

作品紹介作品紹介
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